
 

専門基礎科目 

科目名 災害急性期看護 

授業時間 単位 

30 時間 

（13コマ） 
2 単位 

科目のねらい・

目 標 

1. 災害医療・看護の概要を理解できる。 

2. 災害時の危機管理と医療対応の原則、意思決定プロセスの展開、3Ts の方法を理解 

できる。 

3. 災害急性期の看護の対象や環境、看護実践の特徴を理解できる。 

4. 事前対策の重要性を理解し、施設・設備、備蓄の点検や教育・訓練を継続・発展させ

ていく方略を理解できる。 

回  数 内  容（方法） 

1-2 1.災害と医療 

3 
2.災害時の危機管理と３Ts 

（Triage、Treatment、Transportation） 

4-7 3.災害急性期の看護師の役割 

8-13 

4.施設の事前対策と教育・訓練 

1）被災地中核病院での多数傷病者受け入れ計画の原則 

2）机上シミュレーション 

被災地中核病院での多数傷病者受け入れ 

   被災地中核病院での多数傷病者受け入れ訓練の企画立案 

（課題） 

 1）所属施設の多数傷病者受け入れ計画の分析 

 2）所属施設の多数傷病者受け入れ訓練の企画案作成 

＊事前準備 

(1)所属施設の多数傷病者受け入れ計画についての現状を把握する。 

(2)地域防災計画における所属施設の役割を知る。 

評  価 シミュレーションへの参加態度、課題レポートにより総合的に評価 

テキスト 

1．日本赤十字社 事業局看護部：系統看護学講座 統合分野 災害看護学・国際看護学  

看護の統合と実践[3]、医学書院、2010 

2．適宜、資料を配布。 
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